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■ パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 FOMA F1 100でデータ通信をずる際に必夏な事項についての説明 
をはじめ、 CD-ROM 巧の 「FOMA 通信設定ファイル J「FOMA PC 設定ソフト J のイン 
スIル方法などを説明していまず。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場含がありまず。 
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データ通信について 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お劇ま、パケット通信、巨 4K データ通信に分類 
されまず。 

•パソコンと接続してパケット通信や目 4K データ通信を行ったり、連絡先などのデータを編集したりするには、 
付属の CD-ROM からソフトのインスI-ールや各種設定を行ラ必要びあります。 

• 0S をアップグレードして使用されている場をの動作は保証いたしかねまず。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応していません。 

• ドコモの PDA、musea や si 邑 marion n 、 si 邑 marion HI と接続してデータ通信び行えます。ただし、 musea 
や si 邑 marionn をご利用の場合は、これらのアップデートび泌、要でず。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧<ださい。 

データ乾送 （OBEX™ 通信/同期） 

赤外線通信や巨 luetooth 機能を利用して、画像や音楽、連絡先、六ールなどのデータを、他の FOM 冉端末やパ 
ソコンなどとの間で送受信します。また、 ActiveSync/ Microsoft Mobile デバイスセンターを利用すると、 
パソコンで利用している VHcrosoft OutiDok のデータ（連絡先、予定表、電子メール、仕事、お気に入り）を 
FOMA 端ホのデータと同期させたり、ファイルをコピー/移動させたりでさます。 

■ 赤外線/ Bluetooth 機能 



■ ActiveSync/Microsoft Mobile デバイスセンター 




FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01/02 
ActiveSync/Microsoft Mobile デバイスセンター 
microSD メモリーカード※^ 



X]詳しくは、 『F] 100取扳説明書』の「外部接続」章をご覧ください。 

X2 詳し<は、 『F] 100取扳説明書』の「ご使巧前の確認」章をご覧ください。 








































パケット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的かないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していても、データの送受信を行っていないとをには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なときにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス m 叩 era U など、 FOMA のパケット通信に対応したアクセスポイントを利 
用して、受信最大 S . SMbps 、 送信最大 384 kbps の高速パケット通信びでをます。通信環境や混雑状況の影響 
によ0通信速度び変化するベストエフォートによる提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ードなど、データ量のをい通信を行った場をには通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 

X FOM 冉 A イスピードエ U ア外や mopera など H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続する 
とき、またはドコモの PDA 、 musea や si 旨 marion n 、 si 旨 marion El など H に H - SPEED に対応していない 
機器をご利用の場合は、送受信ともに最大 384 kbps での接続になりまず。 

X 剧 uetDDth 機能を利巧してデータ通信を行う場を、 FOMA 端末は A イスピード用の通信速度になりますび、 

巨 luetDoth 機能の通信速度には仕様上の限界びあるため、最大速度では通信でをない場含びあります。 


64K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多いを受信を行ラ場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA 巨 4 K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、または ISDN 同期 64 kbps のアクセスポイントを利用して、巨 4 kbps の安定した通信速度でデータを 
送受信でをます。 

長時間通信を行った場合には通信料び高額になりますのでごを意ください。 


ご利用になる前に 


動作環境について 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

• PC - AT 互換機 

• US 日ポート （ US 日仕様1.]/2.0に準拠） 

0 S 馆日本語版） 

Windows 20日日 、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ* 

Windows 2000 :巨 4 M 目し处上 Windows XP :1281\/1 巨政上 

Windows Vista : 51 2 W\B 

A — ドディスク 容量ぶ 

已 MB 切上の空を容量 


》 FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成によっては異なる場合びあります。 

• 巨 luetDOth 機能でのダイヤルアップネットワークを設定する場合は、团 uetooth 標準規格 Ver . 2.0十 EDR に準 
拠し 、 DUN ( Dial-up Networking Profile ) 対応の機器び必要です。 

■動作環境によってはご使用になれない場合びありまず。また、上記の動作環境がでのご使用について、当社 
では責任を負レかねますのであらかじめご了承<ださレ。 

• 方ニューび動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorers .日じ I 降 (Windows Vista の攝含は 、 Microsoft 
Internet ExplDrer 7 .日切降）です。 CD - R 曰 M をセットしてもメニューび表おされない場合は次の手順で操作 
してください。 

①[スタート] 一「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

Windows Vista のとき： 0 ( スタート）一「すべてのフ□グラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を指 
定して実行」を順にク U ック 
感「名前に次のように入力してにりをクリック 
< CD - R 0 M ドライブ名> : index.html 

义 CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 
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CD - ROM をパソコンにセットすると、次のよラな警告画面び表示される場台びあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表おされますび、使胤こは問題ありません。[はしリをク 
1」ックして<ださい。 

义 画面は Windows XP の例でず。お使いの環境によって異なる場合びあります。 



必要な機器について 


F 曰 MA 端末とパソコン切列に、次の機器び必要でず。 

- FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル01/日2 (別売）または F 0 M 冉 US 巨接続ケープル（別売） 

-付属の巳 D - ROM 「 F 0 MA ® F ]] 日日用 CD - ROM 」 

ぶパソコン巧の US 巨ケープルはコネクタ部のあ状び異なるため利用でさません。 

义 US 巨 HUB を使用すると、正常に動作しない場をびあります。 

《本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル01を例に説明しています。 

《巨 luetooth 機能を利用する場合は、 FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル日]/02または FOMA US 己接続 
ケーブルは必要ありません。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利巧になるインターネットサービスプ□バイダ （ Lii 降フ□バ 
イダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにおす払いいただ 
さます。利用料の詳細は、ご利用のプ□パイダにお問いをわせ<ださい。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera びご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料びかかるプランちご利用いた 
だけます。 F 曰1\/1冉端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使用料は無料です。今ずぐインターネットに接続したい方に便利なサー 
ビスです。 


接続巧（プ□バイダなど）について 


パケット通信と641<データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとをはパケット通信対応の接続先、 
64 K データ通信を行うときは FOK / IA 日 4 K データ通信、または侶 DN 同期已 4 K 対応の接続先をご利巧ください。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認話び必要な場合びありまず。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでのとパスワードを入力してくださレ。 ID とパスワードはフ□バイダまたは社内 LAN など 
接続先のネットワーク管理者から付ちされまず。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問いをわせく 
ださい。 

パケット通信および 64K データ通信の条件 

FOMA 端末で通信を行うには、次の条件び必要でず。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA のパケット通信に対応していること 
-巨41<データ通信の場台、接続先び FOMA 巨 4 K データ通信、または侶 DN 同期巨 4 K に対応していること 
》上記の条件び整っていても、基地局び混雑していたり、電波状況び悪かったりするとをは通信でをない場合 
びお0ます。 
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データ起送 （ OBEXTM 通信/同期）の準備の流れ 


■ ホが線/ Bluetooth 機能で送受信ずる 

+ 日 A 

场 □ 

赤が線通信/ Bluetooth 機能での送受 
信の準備をずる* 

义 『 F 1 100取扳説明書』の「が部接続」章 
をご覧ください。 


データ 乾送/同期 


■ ActiveSync/Microsoft Mobile デ 
パイスセンターで送受信ずる場台 

ActiveSync/Microsoft Mobile デバイス 
センターをインストール、ダウン□ードずる- 》 

• 付属の CD - ROM か6インス I ル 
または 

• Microso けのホームぺージからダウン □— 
ドし、インス!ル 

《 『 F ] ] 00取扱説明書』の「が部接続」章 
をご覧ください。 
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データ通信の準備の流れ 


パケット通信および 64K データ通信を利用ずる場合の準備について説明しまず。 


I USB ケーブルで接続ずる場合 

FOMA 通信設定ファイルをインストール、ダウン 
□— ドずる一 P 日 

• 付属の CD - ROM からインストール 
または 

• ドコモのホームぺージからダウン□—ドし、インス 
卜ール 


I Bluetooth 機能で接続 
ずる場合 


パケット接続設定で 
Bluetooth 機能での接続先 
を登録ずる一 P1 3 


▼ 

FOMA 端末とパソコンを接 

バソコンと FOMA 端モを接続ずる一 P7 1 

続ずる一 P13 


FOMA 通信設定ファイルを確認ずる一 P1 1 


モデムの確認をする一 P1 4 


■ 


FOMA PC 設定ソフトを 
インストールする^ド1己 


USB でのダイヤルアップ 
ネットワークを設定ずる 
一 P3 已 _ 

《パケット通信で mopera 
U など H に H - SPEED 巧 
応のアクセスポイントを 
利巧ずる場合は 、 FOMA 
PC 設定ソフトを利用し 
て設定してください。 


かんたん設定でパケット 
通信を設定する 
• mopera U / 
mopera — P 1 / 

• その他のプ□バイダ 
一 P 20 

■ 


かんたん設定で 64 K 
データ通信を設定ずる 
• mopera U / 
mopera 一 P 24 
• その他のプ□バイダ 
- P 26 

■ 


す 


Bluetooth 機能でのダイヤル 
アップネットワークを設定ずる 
一 P50 


通信を実行する一 P28 
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FOMA 通信設定ファイルについて 


パソコンに接続してパケット通信または巨 4 K データ通信を行ラには、 FOMA 通信設定ファイルをインストール 
する必要びありまず。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

付属の CD - ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、パケット通信または 64 K データ 
通信を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作できます。 

• FOMA 端末とパソコンを巨 luetooth 機能で接続するとをは 、 FOMA PC 設定ソフトを利用でをません。 

インストール/アンインストール前のま意点 

• FOMA 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトのインストール/アンインストールを行ラ場合は、必ずパソ 
コンの管理者権限を持ったユーヴーで行ってください。それし^がのユーザーで行ラとエラーになる場をびあり 
ます 。 Windows Vista の場含、「ユーザーアカウント制御」画面び表示されたと走は、「許可」または「続行 U 
をクリックするか、パスワードを入力して 「0 K 」 をク I 」ックしてください。パソコンの管理ち権限の設定操 
作については、各パソコンメーカやマイク□ソフト社にお問いをわせ<ださい。 

♦操作を始める前に他のフ□グラムび穂動中でないことを確認し、穗動中のプ□グラムびある場合は終了して< 
ださい。 

•パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


■ データ通信の用語集 

• APN (Access Point Name ) 

パケット通信で接続するプ□バイダなどを識別する文字列。例えば、 moperaU は 「 nnopera . net 」 び 
APN となります。 

• cid (Context Identifier ) 

FOM 冉端末のに登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号。 FOMA 端末では]から10 
までの10件び使えます。 

• DNS (Domain Name System ) 

ドメインネーム（例； nttdocDnno.co.jp) を、コンピュータで使ラ IP アドレスに変換するシステムのこ 
とです。 

• HSDPA (High Speed Downlink Packet Access ) 

第 3 世代 （3 G ) 携帯電話方式 rW - CDMAJ のデータ通信を高速化した規格です。 

参 QoS (Quality of Service ) 

サービスの品質。通信時にユーヴーの意図どおりに、回線を利用するための技術。 FOMA 端末では、接 
続するとさの通信速度などを設定でさまず。 

• 通信設定最適化 

F 曰 M 冉ネットワークでパケット通信を行ラ際に、 TCP / IP の伝ち能力を最大限に生かすための TCP パラ 
メータ。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設定び必要でず。 

• 管理者権限 

0 S のシステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。 ] 台のパソコンに最低]人は、パソコンの管理 
者権限を持つユーザーび設定されていまず。通常、パソコンの管理者権限びないユーヴーは、ドライバや 
ソフトなどのインス I -ール/アンインス I -ールびできません。 
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パソコンと FOMA 端末を USB ケーブルで接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場含は、あらかじめ FOIVI 冉通信設定ファイルをインス!-ールしてください。一 P 日 


USB モードを切り替える 


FOMA 端ホとパソコンを USB ケープルで接続してデータ通信を行うには、 FOMA 端ホの USB 動作モードを「通 
常モード」に切り曽えます。 

] 〇 [スタート]一[管理] 一 [ USB モード切替]一[通常モード]-〇 [完了] 


USB ケーブルで接続する 


] USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し&む 
2 USB ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し这む 

• FOM 冉通信設定ファイルのインス!-ール前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルび差し込まれ 
たことを自動的に認識してドライバび要まされ、ウィヴード画面び表示されます。その場合は、 FOMA 
端末を取り外しまず。 Windows 2000. Windows XP ではウイザード画面で[キャンセル]をク U ッ 
クして終了してくださレ。 



• パソコンと FOM 冉端末び接続されると、 F 日 MA 端末のホームスクリーンに^び表示されます。ただし、 
ホームスクリーンの設定び「情報キャンバス標準」または「情報キャンバス詳細」 Lii 外の場含、をは表 
示されません。 

• 「卓上ホルダ F 23 (別売)」を使用してパソコンと US 巨接続することもでをます。 

取りがしかた 

I USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを巧し（〇)、 FOMA 端末か6引き巧 

■く （©) 


UU - ス 
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パソコンか5 USB ケースレを引き抜く 




お as せ- 

- FOMA 端モから US 日ケーブルを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないよラに注意してください。 
取り外すとさは、必ず U リースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こラとずると故障の原因 
となります。 

-データ通信中に USB ケーブルを外さないでください。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となります。 


卓上ホルダで USB 接続ずる 


FOMA 端末をセットした卓上ホルダ F 23 (別売）を経由してパソコンと US 日接続しまず。 

♦巿販の USB ケーブルは、 US 日1.] / USB 2.0規格に準拠している必要びあります。また、コネクタの形状は、 
どちらか一方び US 日ミニ目コネクタのケーブルをご使用くださレ。 

•卓上ホルダへ FOMA 端末をセットするとをや取り列すときは、 FOK / I 冉端末を閉じた状態にして<ださい。 
•必ず卓上ホルダ F 23 の取扱説明書をご覧にな0、卓上ホルダ F 23 について確認してください。 

お巧らせ- 

•卓上ホルダとパソコンを FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル日1/日2 (別売）または FOMA USB 接続ケースレ刷 
売）で接続した場合、 US 巨接続によるデータ通信はご利用いただけません。 


I 卓上ホルダの背面にあるシャッターを〇のち向にスライドさせ、卓上ホルダに市販 
の USB ケーブルに二巨コネクタ）を接続し（©)、 AC アダプタを接続ずる （©) 

• 冉 C アダプタの接続方法についての詳しい説明は、 『 F 1] 00取扳説明書』の「ご使用前の確認」章をご 
覧ください。 

• AC アダプタは、卓上ホルダに接続した後、コンセントに差し込んでください。 



2 FOMA 端末を卓上ホルダの巧電端子に合わせて〇の方向へ差し込み、©の方向 
へ突き当たるまで巧し&む 

•接続中は、ホームスク U —ンにび表示されます。ただし、ホームスク U —ンの設定び「情報キャン 
バス標準」または「情報キャンバス詳細」 U (外の場含、ホは表おされません。 

• FOMA 端末の US 巨動作モードを「通萬モード」に切り誓えていてち、付属の CD-R 曰 M に収納されて 
いる通信設定ファイルをパソコンにインス I ルしていない場台は、パソコンの画面に新しい A - ド 
ウェアの検出ウィヴード画面び表示されます。その場をは、 FOMA 端末を卓上ホルダから取りがし、検 
出ウイヴード画面で[キャンセル]をク U ックして終了してください。 
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•卓上ホルダ 







お巧5せ- 

•データ通信中に USB ケーブルを抜いたり、卓上ホルダから F 日 MA 端モを外したりしないでください。また、 F 日 M 冉端 
末を開いたり、 FOMA 端末や卓上ホルダに衝撃を与えたりずると、データ通信の切断、誤動作、データ消失などの原因 
となるため、ごを意ください。 

•データ通信中に充電を開始した場合、充電が完了しない場合びあります。充電を完了したい場合は、データ通信を終了 
してから充電することをおすすめします。 


FOMA 通信設定ファイルをインストールする 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行うには、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ) 
が必要でず。使用ずるパソコンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、インストールしておきまず。 


[ FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールずる 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 6 
•巨 luetooth 機能で接続する場含は、 FOMA 通信設定ファイルのインス!-ールは必要ありません。 
♦操作4まで FOMA 端末をパソコンに接続しないでください。 

〈例> Windows XP にインス I ルずるとき 

1 CD - ROM をパソコンにセット 



2 [各種設定ソフト] 一 「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライバ)」の[インス 
I -- ル]を順にクリックし、表示されるウインドウか S rFllOOstexeJ アイ 
コンをダブルクリック 



• [インス!-一 j レ]をク IJ ックすると、セキュリティ 
の 警告画面び表おされる攝台びあります。 この 警 
告は 、 Internet Explorer のセキュ U ティの設定に 
よって表示されますび、使用には問題ありません。 
[実行]をク IJ ックしてください。 
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「 FOMA バイトカウンタセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 
「注意事項」をお読みの上、[巧へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意ずる場合は r 使用許諾 
契約の全条項に同意しまず」をクリックし、[次へ]をクリック 


〇 「インス!ル巧の選択」画面でインス!ル巧を確認して[次へ]をクリック 

7 •変更ずる場合は[変君をク U ックし、任意のインストール先を指定してにに]をク U ックします。 

10 「インス!^ール準備の完了」画面で[インス!ル]をクリック 

11 rinstallShield Wizard の完了」画面で院了]をクリック 

10 「 FOMA バイトカウンタ」画面で [ OK ] をクリックし、ご利用に合わせてオプ 
ション設定を巧う 

• オプション設定の方法や、 FOVI 冉バイトカウンタの使いかたについては、 『 F 曰 MA バイトカウンタ操作 
マニュアル』を参照してください。 

お知らせ- 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

• Windows を再超動する旨の;>^ッセージが表おされた場合は、画面の指示に従い再起動してください， 

-データ通信中にインス!-ールを行わないで<ださい。 


3 


[インストール開始]をクリック 


FOMA F1100 ドライ; W •インスト-ルぞ巧紀します。 

FOMA …如と FOMA US 目巧摄ケ-ブルをご用まください。 


I インストール聞おの I L が了が 


4 FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッセージが表示された S 、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 



FOMA 端末は電源の入つた状態で接続してくださ 
し、。 


5 


インス!ル完了画面で [ OK ] をクリック 


心 FOMA F" 日日ド訂，谢ンスト-ルび売了しました。 

囚 S^FOMAJ i. 仆力らンタが5め占お巧喜は巧了してください。 


続いて FOMA バイトカウンタをインス!-ールしま 
す。 FOMA バイトカウンタとは、携帯電話とパソ 
コンを接続してデータ通信を斤った隙の、データ 
通信料金の概算を巧握するソフトウェアです。 
FOMA バイトカウンタび穂動しているときは、終 
了させて < ださい。 

[ OK ] をクリックすると、セキュ U ティの警吉画 
面び表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって 
表示されますび、使用には問題ありません。[実行] 
をク IJ ックして<ださい。 


6 7 0 
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FOMA 通信設定ファイルを確認する 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場を、設定および通信はでさません。 

〈例> Windows XP で確認するとを 


1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコンー[システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」か6「コント□—ルパネル J をクリックー[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スター ト）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス J 一「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

2 [八ードウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 



3 各デバイスの種類をダブルクリック^次のデバイスをび登録されていることを確 



• デパイスの種類とデパイス名は;欠の通りでず。 

- USB (Universal Serial Bus ) またはユニバ ー 
ヴルシ U アルバスコント□ーラ： FOK / I 冉 
F 1 100 

-ポート （ C 曰 M と LPT ) : 

FOMA F 1 100 Command 
Port に 0 Mx 《-) 

FOMA FI 100 OBEX Port 
に曰 Mx 《） 

-モデム ： FOMA FI ] 曰曰 
《 X はパソコンの環境により、異なった数字び表 
示されまず。 
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[ FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 巨 
♦操作の前に、パソコンから FOM 冉端末を取りがしてください。 

〈例> Windows XP でアンインス I ルずるとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」かち「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□-ルパネル」一「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 

9 「プ□グラムの追加と削除」画面で 「FOMA F 1 100 USB 」 を還択して懐更と 
削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「アプリケーシヨンの追カロと削除」画面で rFOMA FllOO USB 」 を選択して懐更と削晩をクリック 

■ Windows Vista のとを 

「プ□グラムのアンインストールまたは変更」画面で 「FOMA FllOO USB 」 を選択して「アンイン 
ストールと変更」をクリック 

3 「FOMA F 1 100 Uninstaller 」 と表示されていることを確認して[はしリをク 
^ リック 

ドライバのアンインストールを開始します。 



4 ドライバのアンインス!ル中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

お巧 IS せ- 

•操作2で 「FOMA F 1 100 USB 」 び表示されていないときは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインストールする」 
の操作を行ったあとに、アンインストールを行ってください。 
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パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 機能で接続する 


、パケット接続設定で团 uetooth 機能での接続巧を登録する 


团 uetooth 機能を利用してパケット接続を行うには、 mopera などの接続先を登録しておきまず。 

〈例> m 叩 era ( mopera . ne . jp ) を接続先に登録ずる場合 

I 回[スタート]一[設定]一聪続]一[パケット接続設定]一因[メ 
ニュー]一陡ヵロ] 

アカウント設定画面び表おされまず。 

2 各項目を設定一〇 [次へ] 

A アカウント名：任意の接続先名を入力（例： 「 mopera 」 など） 

通信タイプ： 「 PPP 接続」を選択 

3 各項目を設定一因[次へ] - QZ ] 院了] 

アクセスポイント名： 「 mopera . ne . jp 」 と入力 

• mopera または mopera U を接続先に設定する場合は、ユーヴ名、パスワード、ド方インは省略できま 
す。 

4 追加した接続巧に力ーソルを合わせて〇 [メニユ ー] 一[編集]ーダイヤル 
アップ接続の電話番号を確認 

• 表示される電話番号「*目9 * * * nn#J ( nn は巧字）はバソコン側に設定する発信化電話番号でず。 
ダイヤルアップの設をを行ラ際に必要となりまず。 

5 ED [キャンセル] -ED [完了] 


[ FOMA 端末とパソコンを接続ずる 


パソコンと FOM 冉端末をお互いに機器登録します。 

•機器登録び終了すると、：欠回の接続時には機器登録は必要ありません。接続方法については、ご利用になる機 
器の取掘説明書を参照して < ださい。 

1 回[スタート]一隱赶一腊続] 一 [ Bluetooth ] -0 [メこュ ー] 一 
[検出可能にず别 

2 パソコンか SBIuetooth 機器の検索-登録操作を巧う 

FOMA 端末の画面に、デバイス追加の確認画面び表示されます。 

• パソコンからの操作については、ご利用になる機器の取扱説明書を参照してください。 

3 El [はし、]ーパスコードを入力一回[次へ] 

W 機器登録び完了し、 FOMA 端末とパソコンび巨 luetooth 機能で接続されます。 

• パケット接続設定の通知画面び表おされた場合は、しばらくすると画面び閉じます。設定を行ラ場合は 
ED [はい]、設定を行わない場をは〇 [いいえ]を押します。 

4 El [ OK ] ^デバィスの表示名を確說^[11][巧へ][完了] 
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■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」か6「コント□—ルパネル J をクリックー[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

@(スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス J 一「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

[ A — ドウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 

「モデム」を夕‘ブルクリックーモデム名を夕‘ブルクリック^「モデム」タブをク 
リック 


• 画面の左上に、 F 日 M 冉端末の COM ポート番号び 
表示されます。 

• ご利用になる機器によって COM ポート番号が異 
なりまず。詳しくは、ご利用になる機器の取扳説 
明書をご覧ください。 


接続を II 了する 


データ通信を終了ずるには、巨 luetooth 通信を切断します。切断方法については、ご利用になる機器の取扱説明 
書を参照してください。 

♦ FOMA 端末から切断する場合は、 [1 [スタート]一[設駐一酷続]一旧 luetooth ] 创原に選択し、因 
[メニュー]を押して [ Bluetooth をオフにする1を選択します。 



モデムを巧認する 


データ通信の設定を行ラため、モデムに割り当てられた C 曰 M ポートの番号を確認します。 

〈例> Windows XP で確認するとを 

I [スタート]一[コント□ールパネル]一[パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコンー[システム]アイコンを順にクリック 


2 3 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 


FOMA PC 設定ソフトを利用ずると、簡単な操作で通信の設定び行えまず。 

♦ FOMA 端末とパソコンを团 uetooth 機能で接続するときは 、 FOMA PC 設定ソフトを利用できません。巨 luetooth 
機能を利用する場合は、ダイヤルアップネットワークを設定してください。 

• PDP (Packet Data Protcol ) タイプニ IP 接続には対応していません。必ず PPP 接続で設定してください。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 F 曰 M 冉データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に通信設定最適化など 
を行います。 

通信設定最適化 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、通 
信設定最適化び必要になります。 

接続先 ( APN ) の設定 

パケット通信を行ラ隙に必要な接続先 （ APN ) の設定を巧います。接続先には通常の電話番号は使巧しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に冉 PN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の]には mopera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されていますび、その 
他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は冉 PN 設定び必要でず。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルする 


• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOK / I 冉データ通信設定ソフト、バージョンび4.日.0より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインス I -ールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインストールしてください。 

F 日 MA PC 設定ソフトのパージョンを確認するには 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「メニュー」をク 
リックー「バージョン情報」をク U ックします。 

FOMA PC 設定ソフトの起動方法の表示方法一 P 17「かんたん設定でパケット通信を設定する」の 「mopera 
U / mopera を利用する場含」操作] 

•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 6 

〈例> Windows XP にインス I ルずるとき 

1 CD - ROM をパソコンにセット 
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[各種設定ソフト] 一 「FOMA PC 設定ソフト」の[インストール]を順にク 
リック 



• [インス I -ール]をク I 」ックすると、セキュ I 」ティの警告画面び表おされる場含びあります。この警告 
は 、 Internet Explorer のセキュ U ティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[実 
m または[実行する]をク U ックしてください。 

「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意ずる場合は[はい]を 
クリック 

• [いいえ]をク U ックすると、インス!-ールを中止します。 

■ Windows Vista のとき 

操作巨に進みます。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐ずる」を選択して[次へ] 
をク U ック 

セットアップ禮、タスクトレイに「通信設定最適化」び常駐しまず。 - P 30 
• インス!-ール後に常駐の設定は蜜要でをます。 

r インス! -- ル巧の選択」画面でインス! -- ル巧を確認して[次へ]をクリック 

•変更する場合は[参勵をク U ックし、任意のインストール先を指定して [ OK ] をク U ックします。 


2 


34 


5 


6 
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7 「プ□グラムフオルダ」のフオルタ‘をを確認して[次へ]をクリック 

• 変更する場合はフオルダ名を入力し、[なべをク 
Jn リックします。 

撫 ii も戚嘟扱 li 供離，脱"けの W. •…，が W 



g [完了]をクリック 

W FOMA PC 設定ソフトび起動しまず。このまま各種設定に進みます。 


お巧らせ- 

-旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 F 日 MA データ通信設定ソフト 、 FOMA PC 設定ソフトびインス I ルされている場合は、 
インストールを中斷する旨のメッセージが表示されます。 [0 のをク U ックし、プログラムの追加と削除またはアプ U 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインストールしてください。 

•インストールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク U ックした場合は、インス!-ールを中断する確認画面が表示さ 
れます。インス!-ールを継続する場合は[いいえ]をク U ックしてください。中断する場合は[はい]をク U ックし、 
[完了]をクリックしてください。 


かんたん設定で八‘ケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表おされる内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアップを作成でをます。 

•操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 7 
• Windows Vista をお使いの場含は、一部画面び異なります。 

mopera U / mopera を利用する場合 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に還択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

0(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 
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r パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」を還択して[巧へ]をクリック 


■ パわ》*1 

化がぶ!*靡 W -. 


■i w’variMv^ sKtMicwrv 

iiV, 卜ん辄 I #Xrir3T«R![?> * 


mopera に接続する場合は「パケット通信」を選 
択します。 

Windows Vista のとき 

「パケット通信」を選おしてじ夕へ]をクリック 


ひけ 1» 


• "い--, *1 

W けづが « s 2 nM (れ< け•かな•か’ 


r 『 m 叩 era U 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク U ック 

「『mopera U 』 への 接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージび表示 
されまず。ご契約びお済みの場を、[はい]をク 
U ックします。 



「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

r 接続名」に任意の接続名を入力^「設定しない（推奨)」または「18巨を付加 
ずる（通知する)」を還択一接続ち式を還択一[次へ]をクリック 


，けか • aMV ( H » t~spcc が I 店 ■" 

an も； pSOI 




「 rOMAf,l» 

广1»1"«化の WW 
广 ，wtn •巧 ( iMUA 。 

.• Mubc ' gM * 


「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用でさませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使巧でさません。 
¥/:*?!<>!" 

外部データ通信の接続設定では、 PDP タイプニ IP 
接続に対応していません。必ず PPP 接続で設定し 
てください。 


巧だ施も视执で'- 

uuMVAiMM 。 け 


2 


3 


4 5 
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r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[巧へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 
[巧へ]をクリック 

操作8に進みます。 



• 「ユーザの」「パスワード」は空欄でちかまいませ 


r 最適化を行う」が選択されていることを確誌して[巧へ]をクリック 



• 既に最適化されている場含、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 〔 HI 日 H - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合は、[なへ]をクリックずる 
と個別の最適化設定はできない旨のメッセージび 
表示されます。ずべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は r はしりを 
選択します。已 4 K データ通信や FOM 冉端末しツ外で 
通信を行ラ場合はご注意ください。 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[ OK ] をク U ック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨の><ッセージび表おされ 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 

通信を実行ずる - ►PSS 
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その他のプ□バイダを利用する場を 

〈例> Windows XP で設定するとを 


I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 


■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

0(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 



2 r パケット通信 （ HIGH - SPEED 巧応端末)」を選択して[次へ]をクリック 



田 の。がな 

お，诚窗•巧巧巧?巧隙かがが省磯， 



• H に H - SPEED に対応していないアクセスポイント 
に接続する場をは「パケット通信」を選択しまず。 

■ Windows Vista のとき 

「パケット通信」を選巧して[次へ]をクリック 
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「その他」を選択して[巧へ]をクリック 


回 


ivfwia , 
r rravr* UlAffllM 

规戚舰辦娘斑お: r ，， 卜筆け，. 

CWW 看で IWK； イ •わ卜細 W1 な 

... 

roMAT - wi:iar7avww. nr*HAH> mij *• 


11 I ■,■ ■’■■I 〜"1.. 


脚織 4 肌斜巧御 • ゎけ . 

jrcwv^U/MCviU か MKK, 化り；な巧 I 备巧 W ブぺ na5<<；fau 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
r 接続名」に任意の接続名を入力^腊続巧 （ APN ) 設赶をクリック 


パ,, Ha(m*TM»4.spuw;c«" - 


": | necr ,— 


' W。 的 ftOAfWfl 


hi 


■ tHtHMattS 


発信者番号通知の設定については、フ□バイダな 
どから提おされた各種情報にがってください。 
発信者番号通知の設定については、フ□バイダな 
どから提供された各種情報に従ってください。 
r 接続名」の先頭に.（半角文字）は使用でさませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 
¥/:*?!<>!" 

プ□ノくイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登録して<ださい。 


[追力日]をクリック 

番号 （ cid ) 1には mopera に接続するための APN rmopera . ne.jpJ t )\ 3には m 叩 era U に接続するた 
めの APN rmopera . net 」 び設定されています。番号 （ cid ) 吕または4〜10に接続先 （ APN ) を設定 
してください。 


括巧を ( AP 似の i 巧- 


♦を (c<d) 」-組历先〈さ P の 


PPP ほお 


~キャン&レ J 


__ち加. .J _，お*. . J 


3 


4 5 


6 
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7 愼続巧 （ APN )」 にプ□バイタ‘などの FOMA パケット網に対応した接続巧 
( APN ) を正しく入力一接続方式を選択一 [ OK ] をクリック 

• r 接続先 （ APN )」 には半角文字で、英数字、 A イ 
フン（-)、ピ U オド （.） のみ使用できます。 


区一項孤-つ j お里.」 刖除」 


9 「接続巧 （ APN ) の選択」の接続巧をを確認して[次へ]をクリック 

r 接続先 （ APN ) の選択」には、操作7で設定した r 接続先 （ APN )」 と r 接続方式」び表示されます。 



巧沒ホ （APN> のおな 


巧摄ホ(麵： r 二 J 

ま号 (cid>: [2 ~ 

巧院方巧 任 PPP 祐恃 广 IP 按巧 

※了ク它スポイント I こ巧なした巧巧方巧をおぷぴください。 

Xアク它スポイントの巧括す巧こ巧なした FOMA 端ホをこ申厢くだみ A 


キャンた!レ J 


8 


[0 K ] をク U ック 


柱織くがの的を是 


«そ (cid> 1巧ちホ (APN) 


丰ヤン它ル」 
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in r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
カー[巧へ]をクリック 


Windows Vista のとき 

「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一 防へ ]をクリック 

操作]吕に進みます。 



I ん J 


2-,IWlW-«W 

りヴ ■ ド化 mOAO んりレて < な I 、 



V 似 。-〜 wft 


「ユーザの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、か艾字など 
にを意し、正しく入力してください。 


11 


r 最適化を行う」び選択されていることを確誌して[巧へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 CHI 日 H - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合は、[なへ]をク U ックする 
と個別の最適化設定はでさない旨の^ッセージび 
表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は r はしりを 
選択します。已 4 K データ通信や FOM 冉端末し U 外で 
通信を行ラ場合はご注意ください。 


12 「設定情報」を確誌して[完了]をクリック 



13 [ OK ] をク U ック 

^ 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表おされ 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 

通信を実巧ずる^ド28 
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かんたん設定で巨 4 K データ通信を設定する 


mopera U / mopera を利用する場台 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スター ト）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 



2 「64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 

装 miiCTiK ■ ぶな ( 巧の M'- 側な…， 

«- が9卜巧!か 
h が fc «•がぐん （ItJBMW， 

‘V 64パ W 

M げ が n&i •( けが 《•<■>«• が 
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3 


r『m 叩 era 川への接続」または 「『m 叩 era 』 への接続」を選択して[巧へ] 
をク U ック 



•「『mopera U 』 への 接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認六ッセージび表示 
されまず。ご契約びお済みの場合、[はい]をク 
U ックします。 


4 「接続を」に任意の接続をを入力一「モデムの選択」が 「 FOMAFl 100」に設 
定されていることを確認一 r 設定しない」または rise を付加ずる（通知ず 
る）」を選択一[次へ]をクリック 



• r 接続名」の先頭に.（半角文宇）は使巧でさませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使巧でさません。 
¥/:*?!<>!" 


5 


r 使用可能ユーザーの還択」を設定して[巧へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 
[ 巧へ]をクリック 



• 「ユーザの」「パスワード」は空欄でちかまいませ 
ん ■<。 
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も 「設定情報」を確誌して[完了]をクリック 



T [0 K ] をクリック 

通信を実行ずる一 P 28 

その他のプ□バイダを利用する場を 


〈例> Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
リック 


■ Windows 吕〇00のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

d (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[かんたん設定]を順にクリック 
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2 「64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 



3 「その他」を選択して[巧へ]をクリック 



4 「接続を」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」が 「 FOMAFl 100」に設 
定されてぃることを確認^「電話番号」に接続巧の電話番号を半角で入力一[次 


• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用でさませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:ホ？!<> r 

• 「電話番号」はプ□バイダなどから提供された情報 
を基に正し<入力して<ださい。次の义字（半角 
文字）と半角空白び使用でをます。 

01234日日78日冉己 CDPTWab 巳 dptw !@$-.()+ 
*# ぶ 

• 発信者番号通知の設定については、プ□バイダな 
どから提おされた各種情報に従ってください。 

• フ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種 I 睛報を登録してください。 


へ]をクリック 
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5 r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
力—[巧へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一[巧へ]をクリック 



• 「ユーザの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、か艾字など 
に注意し、正しく入力してください。 


も 「設定情報」を確誌して[完了]をクリック 



T [ OK ] をクリック 

通信を実行ずる- ► P 28 


.通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例 〉 Windows XP で実行ずるとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド7、13 
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2 デスクトップの接続アイコンをダブルクリック 

固 


Windows Windows Windows 

XP 2000 Vista 

■ Windows XP のスタートメニューから接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「ずべてのプログラム」一「アクセサリ J 一「通信」を順に選巧して「ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のスタートメニューから接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリックー接続アイコンをダプルクリック 

■ Windows Vista のスタートメニューから接続ずるとき 

0(スタート）一 r 接続先」を順にクリックー接続先を選巧して[接続]をクリック 

3 「ユーザーを」を入力一「パスワード」を入力一[ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場を、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」 
の保存をした場を、入力は不要です。 

• 接続完了画面び表おされた場合は [0 K ] をク U ッ 
クして < ださい。 


ユ'■ザーをお )：I I 

パスヮ-ド必 [ I 

ち制が刷す纖ザこか"万ード^ 


タイザルの： 1186*99***3# 


タイサル⑩ )1 キザン t ル I G フ□バティぬ> I 〔ヘルプが 


FOMA 



國 


接続アイコンび表示されていない場含は、なのスタートメ 
ニューからの接続方まを利巧してください。 


お知らせ- 

• F 日 MA 端まには、パケット通信を実行すると発信中画面び、目 4 K データ通信を実行すると呼出中画面が表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 


円か巧•ク巧中 


64 K 5^ -夕 A な单 


00;の 


パケット通信のとき 日 4 K データ通信のとき 

•パソコンに表おされる通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

-通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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通信を切断する 

パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 


〈例> Windows XP で通信を切断ずるとき 

] タスクトレイの巧をクリックー[切断]をクリック 

■ Windows Vista のとさ 

タスクトレイの凰をちクリック^「切断」を選択して切断ずる接続巧をクリック 



パケット通信の設定を最適化ずる<通信設定最適化> 


通信設定最適化とは 、 Windows 20日日 、 Windows XP をお使いの場合に、 FOM 冉ネットワークでパケット通 
信を行う際に TCP / IP の伝送能力を最適化するための TCP パラ六一夕設定ツールです。 FOM 冉端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この設定び必要です。 

通信設定最適化を利用し口てソコンのパケット通信の設定を F 0 M 冉ネットワーク用に最適化する方法と、最適化 
を稱除する方法に ついて 説明しまず。 

〈例 〉 Windows XP で最適化ずるとき 

1 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をク 
リック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をクリック 
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■ タスクトレイから遥信設定最適化を起動ずるとき 
タスクトレイの g をクリック 



2 


次の操作を行う 


システム設定が最適化されていないとさ 
① r 通信設定最適化」画面で[最適化を巧う]をクリック 


巧 ft 設をち巧化 


機がット通好拥朽たれパソコン巧の脈設定捕, 


現な. FOMA バケツト用こ掠®化されていません。 


居通化を巧う 


巧!巧1脱— W 納こがだり巧な瑞お沒信最ザお術稱 


r FOMA 端ホ度信是ス如 4 kbps ) 

をちぞ巧わず閉じる1 


• H に H - SPEED 対応のアクセスポイントを利 
用する場合は 、 「FOMA HI 日 H - SPEED 対応 
端末（受信最大 3.6 Vlbps )」 を選おします。 
[最適化を行う]をク U ックすると 「 H に H - 
SPEED 対応端末の確認」画面び表示されま 
ず。「はい」を選択ずると、すべてのダイヤ 
ルアップ設定び H に H - SPEED 用に最適化 
されまずので、 64 K データ通信など、複数 
のダイヤルアップ設定びある場合はご注意 
ください。 

• H に H - SPEED に対応していないアクセスポ 
イントを利用する場をは、 「 FOK / IA 端末（受 
信最大 384 kbps )」 を選おします。 


感 [0 口をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び実行されます。 


■ システム設定が最適化されているとき 


巧倍設をち適化 



機がット溫就 I 旧す化め、"ソコン巧め屋設廚最迪 


現な、 FOMA HIGH-SPEED さ佩端末用 I 言を砸ヒされてしほす。 

[[ ち砸巧 W 樹ずる…'…']| 

巧 FOMA HIGH - SPEED 巧巧捕ホ原指房六汪 6 Mbps ) 
r FOMA 端末信最ブ ；384 kbps ) 

まぞぞ巧わず開じる1 


① r 通信設定最適化 J 画面で r 最適化を解除ずる J をクリック 
cDroKj をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び辭除されます。 


3 画面に従ってパソコンを再起動 

設定を有効にするには、パソコンの再起動び必要でず。[いいえ]を選択したとさは、次回起動後に設定 
び有効にな D ます。 
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;; 可編鄉零が,憶た 

B si かんモん1.- fn I* す • 


りおけ 《 か- 
かん tvun ^ 


がが•化说您;な谢 fm 船な齡5 

■ B «.( APWa 7 寐'もが。, 

「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
接続巧 （ APN ) の設定を巧う 



お巧6せ 

• Windows XP で 「 F 日 MA 端末憶信最大 384 kbps )」 を還おした場合は、ダイヤルアップ設定ごとに最適化を選択/ 
解除することがでさます。 


接続巧 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 （ APN ) を設定します。 

♦操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 7 
♦接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid )] 〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の1には mopera 
に接続するための冉 PN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための冉 PN fmopera . netj び設定! 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜10に APN を設定します。 
♦接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〈例> Windows XP で設定するとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に還択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー階続巧 （ APN ) 設赶 
をク U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー腊続巧 （ APN ) 設赶をクリック 

■ Windows Vista のとき 

0(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一[接続巧 ( APN ) 設定]を順にクリック 


2 3 
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■ 接続巧 （ APN ) を追加ずるとき 
[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 ( APN ) を編集-修正ずるとを 

編集•修正ずる接続巧 （ APN ) を選巧して[編氣をクリック 

■ 登録済みの接続巧 （ APN ) を削除ずるとさ 

削除ずる接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリックー [0 K ] をクリック 

• 番号 （ cid ) の1と3に登録されている接続先 （ APN ) は削除でをません。削除を実行して FOMA 
端末に設定を書を込んだ場合でち、実隙には削除されず元の設定に戻ります。 

■ ファイルへな巧ずるとき 

「ファイル J をクリック^「名前を付けて巧巧」または「上書さ保存」をクリック 

• F 日 MA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 （ APN ) 
設定を保存するとをに利巧します。 

■ ファイルか5読み込むとさ 

「ファイル J をクリックー「開く」をクリック 

• パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOM 冉端末に書走込みをしたりすると 
をに利用します。 

■ FOMA 端末から接続巧 （ APN ) 情報を読み込むとさ 

「ファイル J をクリックー 「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOK / I 冉端末に手動でアクセスし、登録された接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （ APN ) 情報を書き込むとき 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリックー[はい]をクリック 

• 表示されている接続先 （ APN ) 設定び FOM 冉端末に書さ込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成ずるとを 

①追加、編集した接続巧 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書を込み」画面び表示されます。 

感[はし、]をクリックー [ OK ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

感 r 接続名」に任意の接続名を入力一[ユーザの•パスワードの設定]をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半角文宇）は使巧でをません。また' 次の記号（半角文宇）は使巧でをません。 

¥/:ホ？! く > r 

• 発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提巧された各種情報に従ってください。 

• 「18巨を付加する（通知ずる)」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知しまず。 

• mopera U または mopera を利巧する場含、[ユーヴ ID •パスワードの設定]はしなくてちかまい 
ません。その攝合は操作感に進みます。 

雷 r 使用可能ユーザーの選択」を設定一 r ユーヴの」を入力一 r パスワード」を入力一[〇のをクリック 
Windows Vista のとき：「ユーザ ID 」 を入力一「パスワード J を入力一 fOKJ をクリック 

• プ□パイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場をは、「パケット通信巧ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をクリックし、各種情報を登録後、 [0 口をク U ッ 
クして < ださい。 

感 [0 K ] をクリック^ [0 K ] をクリック 


お巧 S せ- 

•接続先 ( APN ) 設定は F 日 MA 端ホに登録される情報のため、異なる F 日 MA 端モ（故障修理により交換された端末など） 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号怕がを FOMA 端末に登録 
して < ださし、。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。一 P 巨 

アンインス I ルを実行する前に 

タスクトレイに苗び表示されている場合は、巧をちク U ックし、「終了」をク U ックして、通信設定最適化の留 
駐を辭除してください。 

アンインストールする 

〈例> Windows XP でアンインス!ルずるとを 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□-ルパネル」一「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[削除]をクリック 

■ Windows 吕〇00のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「 NTTDoCoM 日 FOMAPC 設定ソフト J を選択して[アンインス!ル]をクリック 



3 「FOMA PC 設定ソフトセットアップ」と表示されていることを確認して[はい] 
をク U ック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 


FOMA PC 設定 y フト t クトアゥブ 


进巧したロリク-シ从わよ U オペての總おを完全に肖り除しますか？ 
[_ ほい奶…… j I ぃぃま ( N ) ~I 


■ 最適化ごれている場合に解除ずるとき 

辭除ずるかどラかの確認画面で[はい]をクリックー r 再起動の確認」画面で今ずぐ再起動ずるかど 
ラかを設定^ [完了]をクリック 

• 最適化の觸除はパソコンの再起動後に行われまず。 

4 [完了]をクリック 
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USB でのダイヤルアップネットワークを設定する 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアッブ接続の設定を行ラ方法について説明しまず。 

•パケット通信で mopera U など hHGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場含は 、 FOMA PC 設定ソ 
フトを利巧して設定して<ださい。 


設定の流れ 


データ通信の準備の流れ^ド己 


接続先 ( APN ) を設定ずる※一 P 3 已 


• 接続先び mopera U または mopera の場合、設定は不要です。 



発信者番号の通知/非通知を設定ずる 一 P 37 


• 必要に応じて設定してください。 



ダイヤルアップネットワークの設定をする 


ご使用の OS 

Windows Vista 

Windows XP 

Windows 2000 

接続巧の設定 

P 3 白 

P 42 

P 45 

— 

- ▼ - 

——— ▼ ——— 

- ▼ - 

TCP / IP 設定 

P 40 

P 44 

P 48 


》パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている 「 A イパーターミナル」を使った設定方法を説 
明しまず 。 Windows Vista は 「 A イパーターミナル」に対応していません 。 Windows Vista の場台は、 
Windows Wsta 対応ソフトを使って設定してください（ご使巧になるソフトの設定方法に従ってください）。 


パケット通信の接続先 （ APN ) を設定ずる 


接続巧 （ APN ) と登録番号 （ cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 F 曰 MA 端末の登録番号 （ cid )]〜 10に設定でをます。お買い上げ時 、 cid 
の]には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための冉 PN 
rmopera . net 」 び登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜]日 
に APN を登録します。 

•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

•接続先の設定は、パケット通信用の連絡先登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の連絡先 
と比較すると、次のよラになります。 


接続巧の設定項目 

FOMA 端末の連絡先の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

APN 

柜手の電話番号 


•登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続き号となります。 
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接続巧 （ APN ) を設定する 


〈例> Windows XP で設定するとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド7 

9 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 20日日の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ノバパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [0 K ] をクリック 


苗径の設定 阿図 


^巧しい巧爲 

を巧を入力し、アイ]ンを进んでくださけ 
るおが)： 

^XX 

アイコン取 

m 尋急嗎嚷固!巧為 


• 「名前」に次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:*?<> I " 


0 K ] I キサンむレ1 


4 「電話番号」に実在しない電話番号 (roj など）を入力^ r 接続ち法」び 
「FOMA F 1 100」に設定されていることをお認一 [0 K ] をクリック 



巿外局をはバソコンの環境によ0異な0まず。接 
続化 （ APN ) の設定とは関係あ0ませんので、を 
更不要です。 


5 「接続」画面で[キャンセル]をクリック 
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& 接続巧 （ APN ) を rAT+CGDCONT= く cid >，" PPP "，" く APN >"」 のお式で入 
カー回 

< cid > : 2または4〜]日の範囲で任意の番号 
< APN > :接続先 ( APN ) 



AT+CGDCONT づ， " PPPV . ABC " 


• + C 日 DCONT コスンドー P 已扫 r 冉 T コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ATE 1 と入力し、回を押します。 


7 「 OK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「パイパー 
ターミナルの終了」をクリック 


3 

XXX - A ィ/!ーターミナル 

フ 

古 "田81拍まの表。 M iifi© おちのヘルフが 

巧しい巧巧姐> 

肺の… 

上害き巧巧を） 

るお$巧けては巧边)— 



ABC " 

ベ-ジ|陆<の.. 

巧風の— 

プロ/巧ィ(段 

ハイパー$-ミわ UD が了が A い F4 
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Q 切断の確認で「はい」をクリックー保巧の確認で「いいえ」をクリック 


、発信者番号の通知/非通知を設定ずる 


発信者番号はお客様の大切な情報です。通知ずる際には十分にご注意ください。 

• mopera U または mopera を利用する場を、「非通知」に設定すると接続できません。 


〈例> Windows XP で設定するとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド7 

9 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 20日日の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 
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「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [ OK ] をクリック 


% 


巧しい巧插 


る前がけ)し' アイエ々进んでく微、 
る抓ゆ 


[xxx 


アイコン取 


霉勢吗感圃巧游 


] I キサン&レ I 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:ホ？く> 1" 


「電話番号」に実在しない電話番号 (roj など）を入力^ r 接続ち法」が 
「FOMA F 1 100」に設定されていることをお認一 [0 K ] をクリック 


を 


宅話番号の语抓を入力してください： 


国/化が番号を)： [I 本运 1) 
巧かち香の： を44 

を話番号が：|〇 
巧続モ;'去独： 


1 F 0 MA F 1100 


I 0 K J I キャンむレ 


巿が局番はパソコンの環境により異なりまず。接 
続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変 
要不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 

発信を番号の通知/非通知を rAT * DGP 旧=く n >」 のお式で入力一回 


< n > 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
]扫4を付けて接続（非通知） 

] 86を付けて接続（通知） 




: E ) ま示が逝きのおちのヘルプ(ぶ 
D なを多：’凸苗窗 


コマンドを入力してを画面に表おされない場を 
は、 ATE 1 と入力し、回を巧します。 


ftT-DGPIR=0 


3 


4 


5台 
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@ (スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 
r 接続またはネットワークをセツトアップしまず」をクリック 



7 「0 K 」 と表示されていることを確誌して「ファイル」をクリックー「パイパー 

ター5ナルの終了」をクリック 



Q 切断の確詔で「はい」をクリックー保巧の確認で「いいえ」をクリック 

ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の番号に]8巨〔通知）/184 (非通知）を付けられます。 

♦ * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場をの発信者番号の通知/菲 
通知はなのとおりです。 


^ ホ DG 円 R コマンド 
ダイヤルアップネッによる設定 
ワークの設定（く cid 〉=3 ①場合） 

設定なし 

非通知 

通知 

ホ 99 ホホホ 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84 ホ 99 ホホホ 3# 

非通知 

] 8色 ホ 99 ホホホ 3# 

通知 


Windows Vis ねでダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定する 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド7 


2 3 
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4 「ダイヤルアップ接続をセットアップしまず」を選択して[次へ]をクリック 

LJLim 



■•. *5 ィ户ク S 手■で ••》— »» 

— ' ■ 1.-I ;* - ■ ， 



1 KNW i I 

■ 「どのモデムを使いまずか？」画面が表示されたとを 
「FOMA F 1 100」をクリック 

5 「ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 

^ 「*99***< cid >#」） を半角で入力一「ユーザー名」を入力一「パスワード」 

を入力一「接続を」を入力して[接続]をクリック 

<cid> : P3 白「接続先 CAPN) を設定する」で登録した cid 番号 

• m 叩 era U または mopera へ接続する場台は次の 
よラに入力しまず。 


• 接続先び mopera U または mopera の場台'、「ュー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でわかまいません。 
• r 接続名」の先頭に.（半角文字）は使用でさませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:*?<> I 


接続巧 

パケツ S 通信 

色 4 K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 



6 接続中の画面で[スキップ]をクリック 

M . ここではすぐに接続せずに、設定だけを行いまず。 

7 「インターネット接続テストに失敗しました」画面で「接続をセットアップしま 
ず」をクリック 


g [閉じる]をクリック 

TCP / IP 7 a トコルを設定ずる 
] ©(スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 
2 作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 
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[全般]タブの各項目の設定を確認 



複数のモデムびインストールされている場合は、「接 
続の方ま」の「モデムー FOMA F ] 100 CC 0 Mx)J 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異 
なった数字が表示されます)。 

「ダイヤル情報を使う」を非選択（「 ） にします。 


[ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のょぅに設定 


に (FOMA の ブロ/巧 ィ 


画 


をお U プシヨン]だれリティ」ネクトワ-ク f 


この巧病は;夕の巧目をほ用しますの)： 


] ムインターネットブ□トコル"'■ジョン6 (TCP/1PV6) 

□ g Microsoft ネットワづ巧乃イルけリンタ共ち 
因 さ QoS/ れ》トスケジュ-ラ 
□ホ Microsoft ネットワ-。做ライ7>卜 


[ 6インスト-ル (N し I I タアンインスト- WU) I ブ山巧ィ【巧 I 

i が月 

反を#咖ブロトレ/インタ-ネット？ □ トコル。相互お病さがこ巧巧ね 
ネなワ-ウ曲®法 f 巧組ちする、 H ミ®9イドエリアネットワ-クブ□卜 
] ルです。 


I [ おンむ 1* 


「インターネットフ□トコルバージョン6 ( TCP / 
IPv 6)」を非選択 （I ) にします。 

プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場含は、「インターネットフ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し口 □ 
パティ]をク1」ックして、各種情報を設定してく 
ださレ。 

プ□バイダなどから「日 oS パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示がある場合 
は、必要に応じて選択、非選択を設定してくださ 
し、。 


[オプション]タブをクリック^ [ PPP 設定]をクリック 
ずべての項目を非選択（厂）に設定一 [ OK ] をクリック 

PPP 游 齒 

巧に P 槪巧ほうの 
曰のトゥ I ァじょる圧巧を巧う ( N ) 

りをーリンク巧情に巧してマルチリンクをネ3シエートする (M) 


0K 


J [ 抑如レ I 


[ OK ] をクリック 

通信を実行ずる一 P 28 


3 


4 


5 6 
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r 新しい接続ウィザードの開始」画面で[巧へ]をクリック 
r インターネットに接続ずる」を還択して[次へ]をクリック 


•••，けリか vM けか 
， W - X ." ，•ゎ 7* 


微:かが 
« U わげ »1MsRtt47<M 

••か !•••♦> UAIUU ， り 

:ブ<4の 

巧レ* w ♦••い 
むイロ が• • ■ で I 


Drnf . 


vw レ • 

ク tWh バ»«> 

，。か HU •翻, 


Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続ちミち — P 7 

9 [スタ-卜]をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
を順に還択して「ネットワーク接続」をクリック 

3 「ネットワークタスク」の「新しい接続を作成ずる」をクリック 

方<*の《•か t^v* 8*CV3<6> 7■♦の iMittSW 〜けV 
d • 〇 、が巧 • 



6 


r 接続を手動でセットアップずる」を選択して[次へ]をクリック 




，•/ »-» か《«。卜わ 7 n »« twi •ん K 

<ィ•わ ►OTMiHUW 

• <>*、4か I ••なブ oA <« の）〇 - Wj » r <& a ) 

ななをこ - W 。 口の " 


を 

. ■■ク nt 如 iiMifc 


•，>«« 


4 5 
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r ダイヤルアップモデムを使巧して接続ずる」を還巧して[巧へ]をクリック 



一 -*, Kar;>wiu 你 r'yJ 


9* 、化， びム （ MIUM 化か 
ミ , ム fsnwvtit "试•，一《，イ XM«owt>, ， <M*vraii け 

，ィ •■ な iU つィ W 

なけけ*"化が U 側 こ WW 

れマわ < 巧 AMMIItaMILf im«ft<A> 

おだぶ巧节ろ-な泌巧だ1« W ’ 化••こ W 


■ I 巧,化が> I ぃ如， 


r モデムー FOMA F 1 100 ( COMx ) J のみを選択して[次へ]をクリック 


■ し U ■ がげ . 


nuxmun 

ィ。か j*. 


囚 


山む -* 化 IMfcM け ♦?»? の 《 U«iO» ん 
•: か Mktfm ♦わ W M)€l«v 



X はパソコンの環境により、異なった数宇び表おさ 
れます。 

インス!-ールされているモデムび]台の場を、この 
画面は表示されません。 


{ ■ 作 '! 「•* ベ * I 


risp を」に任意の接続をを入力^ [次へ]をクリック 



• nsp 名」の先頭に.（半角ピ I 」オド）は使用でき 
ません。また、次の記号（半角文字）は使用でを 
ません。 

¥/: ホ ？<> r 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「*99***く cid > 
#」）を半角で入力一[巧へ]をクリック 

<cid> : P3 白「接続先 CAPN) を設定する」で登録した cid 番号 



し。な、 r^j 


TWIMXJlWt れ、 

•vm 

粉•'殺ろ饼ダぶ Sim 夕織湖搬作 


• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


接続先 

パヶット通信 

巨 4 K データ通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3 # 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ ]# 

*9601 


れ* r .れザ> , (_ ，，ス I ~- 
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11 「ユーザー名」を入力一 r パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
カーさ項目を画面例のようにずベて選択して[巧へ]をクリック 



• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でちかまいません。 


12 「新しい接続ウィザードの完了」画面で[完了]をクリック 
13 「 FOMA へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル]をクリック 

^ • ここではずぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 

• 画面名の 「 FOMA へ接続」の 「 FOMA 」 は操作9で入力した ISP 名び反映されます。 

TCP / IP 7 a トコ ルを設定する 

1 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 

ク U ック 



2 [全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインス!-ールされている攝台は、 
「接続方法」の r モデムー FOM 冉 F ] 100に日 Mx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （I ) にします。 
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3 


[ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のように設定 


r- FOMA のブ□パティ ロ か I 


を肢オプションたキュリティネットワ-ウ詳細 i をを 



• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更できませんの 
で、そのままにしてください。 

• プ□パイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットフ□卜 
コル CTCP / IP ) 」を選択し[プ□パティ]をク 
U ックして、各種情報を設定してください。 


4 [設定]をクリック 

5 ずべての項目を非選択（厂）に設定一 [0 K ] をクリック 



も 「 FOMA のプ□パティ」画面で [0 K ] をクリック 

通信を実行する^ド28 


Windows 吕〇00でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続先を設定ずる 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続ちま — P 7 


9 [スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に還 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー[新しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 



アドレス© f 迫ホットワ-化さイわレアッ巧 S 扬 


し— 苗一 
茲ヮ-。けけ,け，ブ 


巧し〇巧毎の巧巧 


图 


黃 

，嘗ア 


【ネ9トワ - M 巧踊ウィヴ-巧ほ 5 i :、 
巧 Ui 巧民モ巧巧して、この]ンむ-夕 
がほかのェ/む-タウネ9トワ—ウヘア 
化スで.巧よツこ饥ます。 


■ 「所在地情報 J 画面が表示されたとさ 

① r 市外局ま/エリアコード」に市が局番を入力一にのをクリック 
感 r 電話とモデムのオプション」画面で [0 K ] をクリック 
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「ネットワークの接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットにダイヤルアップ接続ずる」を選択して[次へ]をクリック 

トウ MM *. 

，の- ， u (か はか ami 

W *. I わ内.-け ♦ h ブ■•れ < p ) 

«imt け, UJtO MW t 心 tMAUV, 

• イントわ > i -« けパ M け < B > 

tMM 化 fUtU LW ♦»?【4 イ—わ 》 LIM け 《• 

4 バ — WM け«,»•，-> MMWV ) 

, ，巧づ W * Mtriftft *. ■なわ t " ン* WHIM *. 

■aMMAWHW 

版が:，， 

SMTjfi - Mrll ■棚 ■<&«> 
yy の k のレ MMffffiW - け 


r インターネット接続を手動で設定ずるか、または□-カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 



•ネホ ! MKk ザイなが； 


<■ おかが w'Krw>b た " •tMMutfu.n 
r かちおぐ rffrA%ita/ei~9；»ji ftnwntf 

• イイ-けけ f か Mfio - われ r わ W づ 

ピ-ゎ w * m ,, T » k »» Tn * 树 I 一； 


r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[巧へ] 
をク U ック 


が媒掛巧でが桃巧！ MBSW 扣なが带曲 


け 4MM« it かけ舟 U 

卜 j,ka^ 巧 

•のィ-，〜 


r インターネットへの接続に使うモデムを還択ずる」び 「FOMA F 1 100」に設 
定されていることを確認して[巧へ]をクリック 

インス I 'ールされているモデムび1台の場合、この画面は表示されません。 
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Q 


「電話番号」に接続巧の電話を号（パケット通信の場合は 「*99***< cid > 
# J ) を半角で入力一[詳細設定]をクリック 

< cid > : P 36 「接続先 （ APN ) を設定する」で登歸した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合はなの 
よラに入力しまず。 


接続巧 

パケット通信 

色 4 K データ通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopsra 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 


• r 市が局番とダイヤル情報を使ラ」を非選択 （ r ) 
にします。 


9 [接続]タブの各項目を画面例のように設定 



10 [アドレス]タブをクリックー各項目を設定 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは、各種情報を設定してくだ 
さし、。 

• 接続先び mopera U または mopera の場创ま、設 
定を変更しなくてちかまいません。 


MCI がレり 

, IP ，ドレス-！ 

6巧?こを E 23 V 巧町巧れ目胡が§巧？ 

r 仇肋 4M 巧 W 


化*イン;？ームサード;0 ドレノぶ HglffTK - 

ff wtysoMK げパンネ - ムツ - げァ F レ M>e れ ira で w 
r が扣 imwsi む 



11 [ OK ] をク U ック 
12 [次へ]をク U ック 
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13 「ユーザーを」を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 



も巧游齡輪ぶ-ぶ機が-， 



• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
[次へ]をク U ックし、入力されていないことを確 
認する画面が表示されたら、[はし'！]をクリックし 
ます。 


14 「接続名」に任意の接続名を入力一[次へ]をクリック 

田 • 「接続名」の先頭に.(半ち文字)は使巧でをません。 



15 「いいえ」を還択して[巧へ]をクリック 



]f [完了]をク U ック 


TCP / IP プロトコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを還択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク IJ ック 
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[を般]タブのさ項目の設定を®認 



• 複数のモデムびインス!-ールされている場含は、 r 接 
続の方法」の「モデム- FOM 冉 F 1 100 CCOMx )」 
のみを選択します（Xはパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されまず)。 

• モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目び 
初期化されますので、ちラー度接続先電話番号を 
入力してください。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （I ) にします。 


3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のように設定 


を ) MA のブ□バテイ 



4 [設定]をクリックーずベての項目を非選択 （ r ) に設定一 [ 0K ] をクリック 



5 [0 K ] をクリック 

通信を実行するィ P 28 
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Bluetooth 機能でのダイヤルアップネットワークを設定ずる 


日 luetooth 機能でのダイヤルアップ接続を設定ずるには、 FOMA 端末側で Bluetooth 機器を検出巧 
能にしておく必要びありまず。パソコン側の設定方法は、ご利用になる機器によって異なりまず。 
詳しくは、ご利用になる機器の取扱説明書をご覧ください。 

•ダイヤルアップの電話番号「*目 9***nn#」（nn は数き)は、「パケット接続設定で目 luetooth 機能での接 
続先を登録ずる （^P13)」 で確認した電話番号です。 

•接続先によっては、ユーヴー名、パスワードの入力び必要になります。 

• 巨 luetDoth 機能のダイヤルアップ接続を設定する場合、 AT コマンドによる設定は不要です。 


FOMA 端末をお出可能にする 


FOMA 端モを検出可能に設定しておくと、バソコン側から Bluetooth 機器として認識されます。 

I 回[スタート]一隱赶一腊続] 一 [ Bluetooth] -0 [メニユ ー] 一 
[検出可能にずる] 


、発信者番号の通知/非通知を設定ずる 


ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の番号に] 86 (通知）/184 (が通知）を付けられます。発 
信者番号はお客様の大切な情報でず。通知する際には十分にご注意ください。 

• mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続でをません。 


ダイヤルアップネットワークの設定 

通知非通知の区別 

ホ99ホホホ3# 

通知または非通知* 

184 * 9目* キ * 3# 

非通知 

186キ目目*キ * 3# 

通知 


《 FOMA 端末の設定によって異なります。 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定ずるためのコマンド（命を）でず 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
まず。 

• AT コマンドは、 FOMA 端末とパソコンを USB ケープルで接続した場合のみ利用でさまず。团 uetooth 機能を 
利用してダイヤルアップ接続を行うには、 「Bluetooth 機能でのダイヤルアップネットワークを設定する」を 
参照してください。已曰 


AT コマンドについて 


AT コマンドの 入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭にお、ず 「AT」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例> ATD コマンドで mopera U に接続ずるとき 
ATD ホ 99 ホホホ 3#0 

I U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

つマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続<パラメータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、 「AT」 を含む最大]巨曰文字入力でをます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOM 冉端末を操作する場含は、パソコンをター S ナルモードにしてください。ター S ナルモード 
とは、パソコンを1台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター S ナルモードにずると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作でさまず。 

•オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態でず。通常 AT コマンドで F 曰 M 冉端末を操作ずる場合は、この状態で操作します。 
•オンラインデータモード 

F 日 MA 端ホび通信中の状態です。この状態のとをに AT コマンドを入力すると、送られてをた艾字をそのまま 
通信先にち信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで F 曰 MA 端末を操作でをる状態でず。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切0曾えるとさ 

FOK/I 冉端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り曾えるには、次の方法びありま 
す。 

• 十++コマンドまたは S2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「AT&D1」 に設定されているときに、 RS-232C 《の ER 信号を日 FF にします。 

《 US 巨インタフエースにより、 RS-332C の信号線びエミュレートされていまずので、通信アプリケーシヨ 
ンによる RS-232C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り曾えるには、 「ATO 回」と入力します。 
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• FOMA FI 100 (モデム）で使用でをる AT コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力しても「\」と表おされる場合びあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 / 

直前に実巧したコマンドを再実巧しまず。 

冉 / 

0 K 

直自 ij の化、岩か1ヒ KKUK 」 の塌ちは1ヒ KKUK 」 を返しまず。 

AT 

A /、+++ W 外のコマンドの先頭にがけて、本一覧のコマンドを巧用しまず。本コマンドのみで 
使用ずると1 FOMA 端末が冉 T コマンドを使用できる状態のときに rOK 」 を返しまず。 

AT 回 

OK 

冉 T 冉 

ミ Vtv 卜着信および 64 K データ遇信の着信時に人力ずると1着信処理を巧いまず。 

ノ t ケット着信中には次のコマンドが入力できまず。 

冉 T 冉184 :発信を番号通おなし着信動作 冉 T 冉18目：発信ち番号通おあり着信動作 

RIN 6 

ATA 回 

CONNECT 

冉 TD 

ATD キ目9キキ *< cid ># :パケット通信の発信処理を巧し、まず。 

く cid > または ホホホ < cid > を省略ずると < cid > 二 1しなりまず。 

冉 TD の後に186または184を挿入し.発信を番号の通が/非通化を指定できまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を行いまず。 

電話番号にホので字外を入力ずると発信できません。 

〇〜9、 * 、冉 . A 、 a 、 己、 b 、 C 、 C 

また、次の义字と空白は入力できま寸が、ダイヤル骑には認識されません。 

.、し-、@、 D 、 d , P 、 P 、 T 、 t 、 W 、 W 
冉 TDN または冉 TDL でリダイわル発信ができまず。 

冉 TD ホ 9目 ホ*ホ 1# 回 
CONNECT 

冉 TE く n > が 

パソコンから送信されたコマンドに巧して， F 0 M 冉端末がエコーを返ずかどうかを設走しまず。 
n 二日：エコーバックなし n 二1:エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は ri =1 で 使用しまず。パソコンにエコー機能がある場合， n =0 に設定ずるとで字が二重に 
表示されな < なリまず。 

ATE 1 回 

0 K 

冉 TH 

還信中に人力ずると1回線を切断しまず。 

オンフインコマンドモードで実行してください。一 P 51 

ATH 回 

N 0 C 冉 R 阿 ER 

ATI < n > 

確認コードを表示しまず。 

n 二日 ： rWTT DoCoMo 」 n 二1: F 日 M 冉端末の磯種ちを表 

n 二2 : FOM 冉端末のバージョンを表示 n 二3 : ACMP 信号の要素を表示 

n 二4 : F 日 MA 端末で通信可能な槪能の詳細を数值で表示 

冉 TI 日 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻しまず。 

ATO 回 

CONNECT 

冉 TQ く n > 

リザルトコードを表示寸るかどラかを詰走しまず。 
n 二日：表 71^ (お買い上げ時） n 二 1 : 表 W しない 

AT 日日 回 

OK 

ATS 0= く n > *1 

FOMA 端末が自動着信ずるまでの巧化回数を設定しまず。 

n 二日：自動着信なし（お買い上げ時） n 二1 -255： 指定したリング数で自動着信 

冉 TS 日？：現在の設走を表示 

ATSO 二日 回 

OK 

冉 TS 2 二くか 

エスケープキャラクタの設定を行いまず。 

n =0 〜 127 〔お買い上げ時 n =43) n =1 27 に設定するとエスケープは無効になりまず。 

冉 TS 2? :現在の設定を表示 

冉 TS 2 二 4 3 巨] 

0 K 

ATS 3 二く n > 

コマンドで字列の最後を認識ずる復帰 （ CR ) キャラクタの設定を巧いまず。エコーバックされ 
たコマンド 文字列と リザルトコードの 最後に 巧きまず。 
n =13 (固定値） 

冉 TS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3 二 13 0 

0 K 

ATS 仁くか 

改行 CL 円キャラク女の設をを行いまず。巧で字でリザルトコードを表示ずる場合、復掃 CCR ) 
キャフ クタの後し 巧きます。 
n 二1日個定値） 

冉 TS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4 二 10 巨] 

0 K 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 TS 5 二く n > 

バックスぺース CBS ) キャラクタの設走を巧いまず。コマンド人力中にこのキャラクタを检化 
すると、入カバッファの最禮のキャフクタを削除しまず。 
n =8 (固定値） 

冉 TS 日？：現在の設走を表示 

ATS 5=8 回 

OK 

冉 TS 6 二く n > 

ダイ中ルするまでのポーズ骑聞 C 秒）を設定できまずが1動作しません。 
n 二： 2〜1日（お買い上げ時 n 二己） 

冉 TS 色？：現在の設定を表示 

ATS 6 二5回 

0 K 

ATS 8 二く n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ骑属 C 秒）を設定できまずが1動作しません。 
n 二日〜255 (お買い上げ時 n 二 3) 

冉 TS 8? :現在の設走を表示 

ATS 8 二3回 

0 K 

ATS 1 日二く n > 

自動切断の遅延日き聞 CI / IO 秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =1~255 (お買い上げ時 n =1) 

冉 TS 10? :現在の設定を表示 

ATS 1 日二1回 

0 K 

ATS 3 日二く n > 

目 4 K データ通信時1データの送受信がない±悬合に切断ずるまでの時園（分）を設をしまず。 
n =0 〜255 :(お買い上げ骑 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

冉 TS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30 二0巨] 

0 K 

冉 TS 1 日3二 < n > 

目 4 K デー女通信で，着サブアドレスをなけて発信ずる場合の区切りを設ちしまず。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

冉 TS 1 日3?:現在の設定を表示 

ATS 1 日3二1回 

0 K 

ATS 1 日4二く n > 

目 4 K データ通信で，発サブアドレスを付けて発信ずる場合の区切りを詰をしまず。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

冉 TS 104? :現在の設定を表示 

ATS 104 二1回 

0 K 

冉 TV < n > &1 

リザルトコードの表示方法を設走しまず。 
n 二日：数字表71^ n =1 :奠义字表71^ (お買い上げ時） 

ATV 1 回 

0 K 

ATX く n > *1 

ビジートーン、ダイヤル!'ーンの横化を行うかどうかと1接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
W ずるかどうかを設定しまず。 

ビジートーンお出：接麻先が通話中のとき 「 BUSY 」 応宮を送出 

ダイヤルトーン検出： FOMA 端ホに接続されているかどうかを判定 

n =0 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n 二1:ビジー!ン横化なし、ダイトル!ン横化なし、速度表示あり 

n 二2:ビジー!ン横化なし、ダイわル!ン横化あり、速度表示あり 

n =3 ;ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n 二4:ビジー!ン横化あり.ダイわル!ン横化あり.速度表示あり（お買い上げ時） 

n 二日に設ちずると、冉 T & E および AT ¥\/ コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

0 K 

冉 TZ 

FOMA 端末の冉 T コマンド設をを不揮発メモリの内容にリセットしまず。 

ATZ 囚 

0 K (オフライン時） 

通信中し実行寸ると、回線を切断 CriM 日 C 冉 R 网 ER 」 を表。〇してからリセットしまず。 

AT%V 

FOMA 端末の八’ージョンを表示しまず。 

AT%V 回 

Verl.OO 

OK 

冉 T & C く n > 

DTE への回路 CD CDCD ) 信号の動作を件を設ちしまず。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n 二日に設ちずる場合は，接続完了骑の 「 CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を日 N じします。 
回路が切断され、 「 N 日 C 冉 R 网 ER 」 を送出ずる直前に CD 信号を日 FR こしまず。 

ATSC 1 回 

OK 

AT & D く n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE か6受け取る回路 ER CDTR ) 信号が ON から OFF に蛮 
わったときの動作を設定しまず。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなす） 

n = l : ON か 60 FF じ変わるとオンラインコマンドモードに移行 
n 二2 : ON から日 FF に蛮わると回攝を切断しオフラインモードに移行 C お買い上げ時） 

AT & D 2 囚 

OK 

ATSE < n > 

接編時の速度表示化様を設定しまず。 
n =0 :お綜区茵通信速度を表 

n 二1:パソコンと FOMA 端ホ圍の通信速度を表示 C お買い上げ時） 

冉 T & E 1 回 

OK 

冉 T&F 

FOMA 端末の AT コマンド設ををお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT&F 回 

OK (オフライン骑） 

通信中し実わずると、回線を切断 （「 N 日 CAR 网 ER 」 を表してか6民しまず。 
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上段：コマンド下段；実行例 

説明 

冉 T & S く n > 

DTE へ出力寸るデータセットレディ CDR ) 信号の制御を設定しまず。 
n 二日：常し ON C お買い上げ骑） n 二1:接続時し日 N 

冉 T & S 日回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録しまず。 

A 下 & W 回 

0 K 

冉 T ホ DANTE 

FOMA 端末の贵信レペルを「キ D 冉 NTE : く n >」 のお式で表示しまず。 
n 二日：圏外 n 二1: F 日 M 冉端末の巧信レペルのアン了ナが〇または1本 

n 二2 : F 日 M 冉端末の受信レペルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 
冉 T * D 冉 NTE 二？：表示可能な値のリストを表示 

冉 T ホ D 冉 NTE 0 
ホ DANTE :3 

0 K 

AT ホ DGANSM 二 < n > 

パケット着信呼に対ずる着信お否/許巧を設定しまず。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n = l :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

冉 T ホ DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM 二？：詰を可能な值のリストを表示 

AT ホ DG 冉 NSM 二日回 

0 K 

AT キ DGAPL 二く n >[， く cid >] 

ノ t ケット着信呼に対して着信を許可ずる接続先（冉 PN ) を設定しまず。冉 PN は + CeDCONT コ 
マンドで定義したく cid > を使巧します。 

n 二日：着信許可リストに追祀 n 二1:着信許可リストから削除 

く cicl > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除しまず。 

く cicl > を省略した場合は、ずべての < cid > をリストに追加または削除しまず。 

冉 T キ DGAPL ? :現在の設をを表示 AT * De 冉 PL 二？：設定司■能な信のリストを表示 

AT キ DG 冉 PL 二日，1回 

0 K 

AT キ DGARL 二く n >[， く ckJ >] 

が 

パケット着信呼に対して着信をお否ずる接続先 CAPN ) を設定しまず。冉 PN は + CeDCONT コ 
マンドで定義したく cid > を巧巧します。 

n =0 :着信拒否リストし追祀 n =1 :着信拒否リストか6削除 

く cicl > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削陈しまず。 

く cicl > を省略した場合は、ずぺてのな id > をリストに追她または削除しまず。 

冉 T キ D 日 ARL ? :現在の設をを表示 冉 T * De 冉 RL 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DGARL 二日.1回 

0 K 

冉 T 丰 DGP 旧二 < n > *2 

パケット通信確立時に、幾信者番号を通知ずるかどラかを設走しまず。発信骑、着信時に有効 
でず。 

n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n 二2 : APN に186をがけて接編 

ダイヤルアップネットワークでも通巧/非通巧を設定した場合^ド39 
冉 T キ D 日 P 旧？：現在の設をを表示 冉 T * De 円 R 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DG 円 R 二日回 

0 K 

冉 T ホ DRPW 

FOMA 端末が受信ずる電波の受信電力指標を「キ DRPW :< n >」 のお式で表示しまず。 

冉 T キ DRPW 二？：表术司■能な信のリストを表 W 

冉 T ホ DRPlA/g 

中 DRPW : 0 

0 K 

AT + C 冉 0 C 

直前通話料金を表示しまず。 

AT + C 冉 0 C 回 
+ C 冉日 C : "000024" 

OK 

AT + C 巨 C 

FOM 冉端ホの電地残量を 「+CBC : く bcs >.< bc に」のお式で表示しまず。 

bcs =0 :電地パックから電源の供給あり bcs =1 :電池パックから電源の供給なし 

bes 二2 :電池パックが取り外されている bes 二3 :電源供給エラー 

bcl 二0 :電池残量なしまたは電池パックが取り外されている be ! 二1〜1日0 :電池残量あり 

冉 T + CBC 二？：表示可能な値のリストを表示 

冉 T + C 巨 C 0 
+CBC : 0,100 

OK 

冉 T+C 己 ST 二く n >,1.0 -《I 

利用寸る回線を語走しまず C ペアラサービスの設走)。 
n 二11目： 64000 bps 巧 4 K データ通信、お買い上げ時） 

冉 T + C 巨 ST ? :現在の設定を表示 AT + CBST 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T + C 巨 ST 二11目，1,0回 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しまず。 

切断理由一覧^ド57 

AT+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 CAPN ) を設定しまず。 - P 58 

冉 T + CGDC 日 NT ? :現在の設をを表 W AT + CGDCONT 二？：設を可能な値のリストを表 w 

AT+CGDC 日 NT 二 2.'' ppp''.''a 
be " 回 

OK 

AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時にネットワーク側か6通知される QoS (サービス患質）を許容ずるかどう 
かの判定基準を設定しまず。 - P 58 

冉 T + CGEQMIN ? :現在の設をを表示 冉 T + C 日 EQMIN 二？：設定司■能な信のリストを表示 

AT + CGEQMIN 二2回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T+CGEQREQ 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求ずる QoS C サービス品質）を設をしまず。 ^ P 5 目 
冉 T + CGEQREQ ? :現在の設をを表 w 冉 T + CGEQREQ 二？：設を可能な値のリストを表 w 

冉 T + CGEQREQ 二3回 

0 K 

AT + C 6 MR 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT+CGMR 0 

12%5678目日1234己目 

0 K 

AT+CGREG 二 < n > -》1 

ネットワーク登録が態を通巧ずるかどうかを設定しまず。通巧される内容は圏内/圏ホでず。 
n 二日：通知なし（お買い上げ時） 

n 二1:圏内から圏ホまたは圏ホか6圏内へ移動時 「+ C 日 REG : < stat > J のお式で通な） 
stat 二0 :圏外 stat 二1:圏内 stat 二4 :不巧 

冉 T + CGREG ? : r + CGRE 6 : < n >,< stat > J のおまで現在の設をと状態を表示 
冉 T + CGREG 二？；設定司■能な信のリストを表示 

AT + CeREe =0 囚 

OK 

冉 T+cesN 

FOMA 端末の製造番号を表おしまず。 

冉 T + CGSN 回 

1の456789012345 

OK 

冉 T+CLIP 二く n > 夕1 

目 4 K デーを腫信の着信時に，柜手の誇信番号をバソコンに表示ずるかどラかを設定しまず。 
n 二日：リザルトを表 W しない C お買い上げ時） n 二1:リザルトを表のずる 

冉 T + CLIP ? : r+CLIP : < n >,< m > J のお式で現在の設ちとが態を表示 
m =0 :発信時に柜手に番号を通がしない NW 設定 
m 二1:発信時に相手に番号を通がずる NW 設定 m 二2 :不巧 

冉 T + CLIP 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT 牛 CLIP 二0回 

OK 

AT+CUR 二く n > 

64 K データ通信の発信時に1電話番号を相手に通がずるかどラかを設定しまず。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通巧しない 

n 二2 :通知ずる（お買い上げ時） 

冉 T + CUR ? : r+CLIR : く n > ，く m >」 のお式で現在の設定とが態を表示 
m =0 : CUR はホ起動（常時通知） m =1 : CUR は常時起動（常時非通知） 

m =2 :不明 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通知デフォルト） 

m 二4 : CUR テンポラリーモード（通がデフォルト） 

冉 T + CUR 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT + CUR 二2回 

OK 

冉 T+CMEE 二く n > 别 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設定しまず。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表(お買い上げ時） 

n 二1:リザルトコードを使苗し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定ずると ， 「+CME ERROR : XXXX 」 のお式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英で字が表示されまず)。 - P 57 「エラーレポー!'一覧」 

冉 T + CMEE ? :現在の設走を表示 AT + CMEE 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT + CMEE 二0回 

OK 

AT+CNUM 

FOM 冉端ホの自局電話番号を 「+CNUM : ,< number >,< tyDe > J のおまで表示しまず。 

number :自局電話番号 

type =129: 国際アクセスコード+ををまない 

type 二14日：国際アクセスコード+を含む 

冉 T + CNUM 回 

+CNUM : ."09012345678". 

12召 

OK 

AT + C 0 PS =< n >,2, く oper > 
《2 

接続ずる通信事業をの横索方法を設定しまず。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n 二1に設をした場合は、く〇がたに PLMN Nunber を16進数で設定しまず。 

冉 T + C 0 PS ? :現在の設をを表示 AT + C 日 PS 二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + COPS 二日巨] 

OK 

AT + CP 冉 S 

F 日 M 冉端末が外部槪器に AT コマンドを送受信できる状態かどうかを r + CPAS ：< n > J の形式 
で表のします。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信や 

n =4 :巧能かつ通信中 

冉 T + CPAS 二？：表示可能な値のリストを表示 

冉 T + CP 冉 S 0 
+ CPAS :0 

OK 

冉 T+C 円 N 二" < pin >|| 
"< newpin >" 

蜡証番号 CPIN ) /蜡証番号 CPIN ) 2やブ□ック解除コードの人力が必要な塌合に，これらを 
入力します。ブ□ック解除コードの人力が必要な場合は、く newDin > に新しい暗証番号 ( PIN ) 
/据証番号 （ PIN ) 2を入力します。昭証番号 （ PIN ) /据証番号 （ PIN ) 2の入力が要求されて 
いるときにく newDin > を入力しても、暗証番号 ( PIN ) /處証番号 ( PIN ) 2の変更はできません。 
AT + CPIN ? :現在の要まされている暗証番号を r+CPIN : < n > J のお式で表示 
n=READY :暗証番号入力の要求なし n=SIM PIN :暗証番号（円 N ) の人力待ち 

n 二 SIM PIN 2 :超証番号 CPIN ) 2の人力待ち 

n 二 SIM PUK :超証番号 CPIN ) の解除失敗によリブ□ック解除コード入力待ち 
n 二 SIM PUK 2 :据証番号（円 IM ) 2の辑除失敗によりブ□ック解除コード入力待ち 

冉 T + C 円 N 二''日0日日''回 

OK 
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上段：コマンド下段；実行例 

説明 

冉 T + CR 二く n > 

接編時に 「 CONNECT 」 が表示される前に，通信の種別を表示寸るかどラかを詰走しまず。 
n 二日：表71^しない（お買い上げ時） n 二1: r+CR : < serv > J の形式で通信の種別を表; 

serv 二 GPRS :パケット通信 serv 二 SYNC : 64 K データ适信 

冉 T + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR 二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + CR 二日回 

0 K 

冉 T + CRC 二 < n > 

着信骑に + C 网 NG のリザルトコードを使巧するかどうかを設ちしまず。 

n 二日：使用しない（お買い上げ時） 

n 二1: r + CRIN 6 : < type > J のリザルトコードを巧巧ずる 

ty が =GPRS " PPP " ..."く APN >" :パケット通信 ty が =SYNC : 64 K データ通信 

冉 T + CRC ? :現在の設をを表示 AT + CRC 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T + CRC 二日回 

0 K 

AT+CREG 二く n > -》1 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示ずるかどうかを設定しまず。 
n 二日：通知なし（お買い上げ時） 

n 二1:圏内から圏外または圏外か 6 圏内へ移動時 「+CREe : < stat > J のお式で通如 
stat =0 :圏外 stat =1 :圏内 stat =4 :不明 

冉 T + CRE 日？： r+CREG : < n >.< stat > J のお式で現在の設をと状態を表示 
冉 T + CRE 日二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CREe =0 回 

OK 

AT+CUSD 二く n >;< str >'' が 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）の問い合わせや設定を巧います。 < st 「> に 

は、ドコモか 6 通巧されたサービスコードを入力しまず。 

n =0 :中茵リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n 二1:中間リザルトを 「+CUSD : < m >, "< str >".0 J の形式で応答ずる 

m 二0 :情報の要求なし m 二1:情報の要求あ U 

冉 T + CUSD ? :現在の設走を表示 冉 T + CUSD 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT+CUSD 二日，"012345日 78" 
回 

OK 

冉 T+FCLASS 二く n > 

FOMA 端末がサポートずる通信種別を設定しまず。 
n =0 :データのみサポート（お買い上げ時） 

冉 T + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS 二日巨] 

0 K 

AT+ec 冉 P 

FOMA 端末でサポートしている冉 T コマンドの範固を 「+ eCAP :< n >」 のお式で表示しまず。 
n 二 + C 日 SM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n 二 +FCLASS : + FCLASS 〕 マンドをサポート n 二 +W : + W 〕 マンドをサポート 

冉 T + GCAP 二？：表示可能な信のリストを表示 

冉 T + ec 冉 P 0 

+ GCAP : + CGSM .+ FCLASS , 

+W 

0 K 

冉 T+GMI 

FOMA 端末のメーカ名を表示しまず。 

AT+GfVII 回 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品ちを表示しまず。 

AT+GMM 回 

FOMA F 1 100 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT+GMR 0 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC 二 < n ， m > が 

パソコンと FOM 冉端末聞の□—カルフ□一制御方式を設定しまず。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フ□-制御を巧わない 1: XON / XOFF フ □- 制御を巧う 

2 : RS/CS CRTS / CTS ) フ □- 制御を巧う（お買い上げ時） 

冉 T +1 FC ? :現在の設定を表示 AT + IFC 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT+IFC 二 2.2 囚 

OK 

冉 T + WS 46 二く n > 

幾信骑に使用寸る無線ネットワークを語走しまず。発信に影響は与えません。 
n=22 : FOMA ネットワ—ク姻赴直） 

冉 T + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 4 目二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + WS 46 二 22 巨] 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマンドと S レジスクの内容を表示しまず。 

み下¥3囚 

E 1 Q 0 VI X 4& C 1 & D 2& S 0 
■ • • 冲略） • • -5104=001 
OK 

AT ¥ V < n > が 

接続時の応答コード化様を設定しまず。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n 二1:拡張リザルトコードを使用ずる 

AT ¥ V 0 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

+++ 

遇信中に人力ずると1オンラインデー女モードか6オンラインコマンドモードに移行しまず。 
エスケープガード区園は1砂の固を値でず。 

+++(非表示） 

0 K 


《1 & W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 SF および Z コマンドによるリセットは行われません。 

《3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

27 

冉 PN が存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正萬に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたび、指定時間巧に応答びありません。 

19 

相手側を呼出しましたび応答びあ0ません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

65 

提供されてレない姐理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 



数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセツトされていません。 

1己 

SIM wrong 

ドコモじ1外の SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


57 































AT コマンドの補足説明 


■ コマンドち： + CGDCONT = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の接続先 （APN) を設定します。 

-書式 

十 C 日 DCONT 二[く cid> [,"PPP" [,"<APN>"]]] 

• パラメータ説明 
< cid > :1〜10 
<APN> :任意 

X<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 FOV1 冉端 
末では「1〜10」び登歸できまず。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN rmopera.ne.jpJ 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登綠されています。 

< APN >は接続先をおす接続ごとの任意の文字列です。 

♦ 実行例 

rabcj といラ APN 名を登録する場合のコマンド C<cid> 二2の場合） 

AT 十 C 白 D 巳 0NT 二 2，|’PPPV’abc|| 回 
0K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT + CGDCONT = < cid > 

指定したく cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

■コマンドち： + CGEQMIN = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 oS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基 
準を設定します。 

♦ 書式 

AT+ 巳白 E 日 MIN 二 [<cid> [„<Maximum bitrate UL> [,<Maximum bitrate DL>]]] 

• パラメータ説明 
<cid> : 1 〜 10 

<Maximum bitrate UL> :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL> :なし（お買い上げ時）または3648 

《<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 F 曰 M 冉端 
末では「1〜10」び登線でをまず。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN rmopera.ne.jpJ 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登録されています。 

< Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> では、 F 日 MA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しまずび、「384」および「364引を設定した場合、これらの速度政下の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場をびありますのでご注意ください。 

♦ 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容ずる場合のコマンド （<cid >二2の場合） 

冉 T+C 白 EQMIN 二2巨] 

0K 

に）上り 384kb|DS、 下り3目 48kbps の速度のみ許容する攝合のコマンド（く cid> 二4の場合） 

AT+C 日 E 日384.3目48 回 
0K 

(3) 上り 384lcb|DS、 下りすベての速度のみ許容ずる場合のコマンド （<cid> 二日の場合） 

AT+C 日 EQMIN 二日,, 384囚 

0K 

(4) 上りすベての速度、下り 3648kbps の速度のみ許容ずる場合のコマンド （<cid> 二6の場合） 

AT+C 日 E 日 MIN 二6,，，3648囚 

0K 
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• パラメータを 省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN = 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT + CGEQMIN =< cid > 

指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

■ コマンドを： + CGEQREQ = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要まする日 oS (サービス品質）を設定しまず。 

-書式 

冉 T+C 白 E 曰 RE 曰二 [< cid>] 

• パラメータ 説明 

上り 384kbps、 下り 3648kb|DS の速度で接続を要まするコマンドのみ設定できまず。各く cid> にはその内 
容びお買い上げ時に設定されています。 

<cid> :1〜10 

X<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 FOV1 冉端 
末では「1〜10」び登録でをまず。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN rmopera.ne.jpJ 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登録されています。 

♦ 実行例 

(く cid> 二2の場合） 

AT 十 C 白 E 曰 RE 曰二2回 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ = 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT + CGEQREQ =< cid > 

指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 


-ド 


• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二0の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されまず。一 P 己3 

■ リザルトコード 


数字表示 

文宇表示 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ていまず。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中でず。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネッ ト ワークび規制中です（通信ネットワークび混雑しています。し 
ばら < たってから接続し直して < ださい)。 

101 

DELAYED 

1」ダイヤル発信規制中です。 


■ J 広張 リザルトコード 

• AT&E コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合 


数字表示 

文宇表示 

意味 

己 

CONNECT 1200 

FOMA 端末ーパソコン間をじ日日 bps で接続 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末ーパソコン間を24日日 bps で接続 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末ーパソコン間を48日日 bps で接続 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末ーパソコン間を72日日 bps で接続 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末ーパソコン間を9目日日 bps で接続 
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数字表示 

文宇表示 

意ほ 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末ーパソコン間を 144 日 0 bps で接続 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末ーパソコン間を192日 0 bps で接続 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末ーパソコン間を:384日 0 bps で接続 

18 

CONNECT 己7600 

FOMA 端末ーパソコン間を日7目日 0 bps で接続 

19 

CONNECT 115200 

FOMA 端末ーパソコン間を11己200 bps で接続 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端ホーパソコン間を230400 bps で接続 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端ホーパソコン間を460800 bps で接続 


《 従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOVI 冉端末ーパソコ 
ン間は US 巨ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異な0ます。 


• AT & E コマンドび n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文宇表示 

意ほ 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間を目4000 bps で接続 

12己 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間を384000 bps で接続 

133 

CONNECT 3648000 

FOMA 端末—基地局間を3目48000 bps で接続 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表を 

意ほ 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続（日 C 二 UDI 、+ C 日 ST 二11目，1,0) 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0 が設定されているとを 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の隙に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表お例 ： ATD * 9目*** 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 9目*** 3# 

1 

ATX 1 が設定されているとき 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了のときに、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表おします。 

文字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATXK AT ¥ V 1 び設定されている場合 
接続完了のとをに、次の書式で表おします。 

「CONNECT く F 曰 MA 端末-パソコン間の速度 >< 通信プ〇トコル〉く接続先 APN >/く上り方向 
(ド01\/1み端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド01\/1み端末^無線基地局間）の最高速度>」※^ 
文字表お例： ATD 丰99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /384/3648 

( mopera . net に、上り最大％ 4 kt ) ps 、 下り最大36481 cbps で接続したことを表します。） 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121己 

ATXK AT ¥ V 1 を同時に設定した場を、ダイヤルアップ接続が正しくできないことびありまず 。 AT 
¥\/0だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥\/1 び設定されている場を、く接続先 APN >^ 降はパケットで接続している場をのみ表示されま 
す。 
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